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成果の特徴
• 体内時計に作用する食品成分を探索・解析できます（動物個体、ヒト培養細胞）。
• 加齢性難聴や騒音性難聴を予防する食品成分を探索・解析できます（動物個体）。

成果の活用
本研究成果は、毎日の生理リズムを最適化し、体調を整えるための食品・食生活への応
用が期待されます。また、難聴を始めとする加齢性疾患を予防するための食品開発への
応用が期待されます。
Oike (2017) Modulation of circadian clocks by nutrients and food factors. Biosci
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動物試験で食品による
予防効果を証明
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 特定の食品成分が体内時計に
作用することを証明

 日々のパフォーマンスを最大
化するための食生活とは

時間栄養学 加齢性難聴

機能性
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